
ナカムラフウカ個展「三次元の彼女」
会期：2/23（木）～ 2/26（日）
場所：Unité（ユニテ）中央歯科前
石膏やセラミックに限らず映像やイラストなど
様々な素材を使用した作品を展示し、｢絵画と彫
刻」の平面と立体の間を模索します。

3月の拠点開所日の変更について
会期：3/5（日）～ 3/31（金）
場所：M98・基町資料室
毎週水曜日から日曜日に 5 日間拠点を開けてい
ましたが、3 月のみ毎週水・金・土の 3 日間の
開所となります。よろしくお願いいたします。

「63cm」展
会期：2/9（木）～ 2/12（日）
場所：Unité（ユニテ）中央歯科前
広島市立大学芸術学部で現代美術を学ぶ大部千
尋、津田もも、ハノーバー専科大学からの留学
生 Vanessa Schiwietz によるグループ展です。

広島市立大学芸術学部卒業・終了作品展
会期：2/10 ( 金 ) ～ 2/14( 火 )10：00 − 17：00
場所：広島市立大学（広島市安佐南区大塚東３
丁目４−１）
様々な芸術分野の学生作品が 100 点以上展示さ
れます。この機会にぜひご高覧ください。

「やさしいかいにゅう」展
会期：2/1（水）～ 2/5（日）場所：Unité（ユニテ） 
　去年11月から全６回、Unitéで開催されたワークショップの成果展示です。このワークショップは「未
活性空間へのやさしい芸術介入」をテーマに、街中であまり活用されていない場所や空間にさまざま
なアートを設置するノウハウや技術について学び、議論や実践を行うものです。参加者は地域で創作
活動をする人やまちづくりに携わる人で、基町プロジェクトのスタッフほか、若い世代の住民や大学
生も参加しました。ワークショップの講師として普段建築や空間設計を専門としている３名の方をお
呼びしたことで、異なる分野の人と共同でプロジェクトを行う際のノウハウを学ぶことができました。
その実践の成果物として、街中で簡易的に空間作りができる移動式の装置「御神輿」を制作しました。
その外観は基町アパートの地下で発見した御神輿から着想を得ています。本展ではワークショップの
記録や、制作した御神輿が展示されます。関連イベントとして、【HACHForum03】「まちとアートを
つなげるハブ」を 2 月 5 日 ( 日 ) １４：００～１６：００に中央集会所で行います。( 定員８０名 )
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ウェブサイトで情報発信中です。
二次元コードか検索をご利用下さい。

SNSも更 新 中！→

 お問い合わせ 詳しい活動情報

基町プロジェクト活動拠点 M98
広島市中区基町 16 番 17-2-103
（基町郵便局２つ隣）

開 所 日：毎週水曜日〜日曜日
開所時間：12:00–17:00
電話番号（開所日のみ）：

0 8 2 – 5 5 5 – 8 2 5 0
※予告なく開所日・開所時間が変更にな
る場合があります。

広島市立大学と広島市中区役所の連携により、若者が中心となった創造的
文化芸術活動や地域交流などに取り組む「基町プロジェクト」を、「基町か
ら広島の復興と創造を発信する」というテーマに基づいて、『（基町の地域
特性を）まなぶ』『（基町の新しい魅力を）つくる』『（基町の内外を）つなぐ』
の 3方向から推進します。また、若者が基町で様々な体験プログラムに取
り組むことで、若者の地域への定着へとつないでいきます。

基町プロジェクトとは？
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